

















































































































































ハ モ ン ・ セ ラ ー ノ
漬け豚の骨付き生ハム」も物語言説となり，上で示した『ドン・キホーテ』でのドン・キホーテ
が毎週土曜日に食べていた「塩

























































4 4 4 4 4 4 4
はその名〔ドン・キホーテの出身地〕をはっきり記そうとはしなかった





















































ア性をなす物語世界外でのメタナラティブとの間の全体の関係は【《 {〔 ［〈 （A） B 〉C ］ D…〕… X } Y》
Z】といった「入れ子」構造，もしくは，上に上にとデータを積み重ね，最後に入力したデータを最
初に取り出せるようになっている「後
リ フ ォ / L I F O
入れ先出し」と呼ばれるコンピュータの「スタック」に似た構






主体の恣意的な選択に任せられているので，各項の順番は固定されず，【《 { 〔 ［〈 (X) C 〉 A ］ Z〕 D } B》












































































































































4 4 4 4 4 4
と同時に
属している
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して重々しく
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な
のに重苦しい





















































4 4 4 4
物語の内部の作中人物











































































































































4 4 4 4 4 4
のパラドックス














4 4 4 4 4
らこれが描かれ表象されているのか
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，言い換えれば，この絵を語る物語行為の主体が一体誰なのか


























































































































































































































































































4 4 4 4 4 4
といい，すべての町や村に彼の帰属を競わせたい
4 4 4 4 4
ので，
その名をはっきりとは記そうとしなかった











T h e    C o u n c i l    o f    E u r o p e    C u l t u r a l   R o u t e
ーロッパの文化の道委員会」は，彼
が辿っただろうと推測される街道を作り出し「ド




















































































ア ラ ベ ス ク
唐草文様と角張ったク
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